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J1  海底電線ケーブルの電信通信 

 
    モールス電信機 (郵政博物館) 

 

ケルビン型(光)ミラー・ガルバノメータ 

 

  
    サイフォンレコーダ 

(松本栄寿 : 海底電信とガルバノメータ, 計

測と制御, 38 巻 8 号 (1997) p.505) 
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J2   スーパーコンピュータ(大形計算機)用 CPU ボード 

 

  
CPU (中央演算処理装置) 冷却用 TCM (Thermal conduction module) (上蓋を外してない中央部が左下の図に対応) 

(川添良幸氏 寄贈) 

参考 A. J. Blodgett and D. R. Barbour : Thermal conduction module : a high-performance multilayer ceramic package, 

IBM Journal of Research and Development, 26, 1 (1982) pp.30-36, https://doi.org/10.1147/rd.261.0030 

 

 
(中島忠克 : 大型計算機の冷却技術,    東北大学金属材料研究所付属 計算材料学センターの大型計算機              

溶接学会誌, 66, 8 (1997) 21-25)           (https://www.sc.imr.tohoku.ac.jp/center/successive.html) 

 

https://dl.acm.org/toc/ibmj/1982/26/1
https://doi.org/10.1147/rd.261.0030
https://www.sc.imr.tohoku.ac.jp/center/successive.html
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J3  陽極分割マグネトロンによるマイクロ波レーダ 

 

    

 

 

    
陽極分割マグネトロン (岡部金次郎) (ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ発展の歩み調査会(編)  

“ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ発展の歩み”, 東海大学出版会 (1998). 

 

 

 

 

  

マイクロ波レーダ用受信機 (霜田光一 : 国産マイクロ波レーダーの開発－霜田光一の戦時研究－ 

第 1 回[電波探知機・電波探信儀用鉱石検波器の研究], O plus E, 33, 10 (2011) 1044-1052) 

黄鉄鉱 

戦時中のドイツからの

技術供与資料 

     

   

  

 

鉱石検波器とその周波数特性      
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J4  終戦前に高出力陽極分割マグネトロンを開発した島田実験所 (Z 計画) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
(朝日選書 485 独創技術たちの苦闘)        朝永振一郎 なども参加した Z 計画 
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J5   鉱石検波器と点接触トランジスタ 

     
原理    特性       発明者 J.C. Bose            展示品       

鉱石検波器 (点接触ダイオード) (J.C. Bose : On the selective conductivity exhibited by certain polarizing 

substances, Proc. of the Royal Soc. London, vol.LX (1897) 433-436.他) 

   

発明当時の点接触トランジスタの写真        ウェスタンエレクトリック社の点接触トランジスタ    

 
    点接触トランジスタの原理と特性 

J. Bardeen and W.H. Brattain : Physical principles involved in transistor action, Physical Review, 75, 8 (1949) 1208-

1226. 
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J6   超並列電子ビーム描画装置 

     

100×100 アクティブマトリックス電子源(右)による超並列電子ﾋﾞｰﾑ描画装置 

  

開発メンバー (2009 年 – 2016 年)      東北大学出版会 (2018) 

(左から 宮口、江刺、小島、池上、大井、菅田、越田)    (著者 : 左の写真のメンバー)  

    

   システム構成   アクティブマトリックスナノクリスタル Si(nc-Si)電子源 

M. Esashi, H. Miyaguchi, A. Kojima, N. Ikegami, N. Koshida, and H. Ohyi : Development of a massively parallel electron 

beam write (MPEBW) system: aiming for the digital fabrication of integrated circuits, Jap. J. of Applied Physics 61, 

SD0807 (2022) 1-19 
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J7 新幹線車両に見るパワーデバイスの変遷 

 
0 系新幹線車両主回路 

 

        300 系新幹線車両主回路  

        (石川栄, Ⅱ.“のぞみ”に結実した誘導電動機駆動システム 

         電学論 D, 114, 6 (1994) pp.604-607) 

 

 

 

    

700 系新幹線車両主回路    

(兎束哲夫, 電気鉄道とパワーデバイス, SEAJ Journal     SiC デバイスを用いた新幹線 N700S 系   

No,159 (2017/11) 18-21)    (上野雅之, 日経エレクトロニクス, (2017) 9 (p107), 10 (p.101)) 
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J8    磁気浮上ランプ  

スウェーデンの Flyte 社によるランプでランプ内の 

永久磁石と台にある電磁コイルで浮上し、電磁誘導 

によるワイヤレス給電で浮上します。  

https://www.plywood.jp/36321001 

 

 

 

 

 

 

https://www.plywood.jp/36321001
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J9  磁気浮上リニアライナーの鉄道模型 (タカラトミー社)  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(リニアライナーマガジ (タカラトミー社)) 
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J10  超電導リニア中央新幹線と鉄道模型  

  

リニア中央新幹線 (https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E6%96%B0%E5%B9%B9%E7%E7%) 

 

           リニア中央新幹線の推進・浮上・案内の原理 (リニアライナーマガジン (タカラトミー)) 

  

超電導磁気浮上を用いたリニアライナーの鉄道模型      液体窒素(77K)で模型電車を冷却 

(3,600 個の Nd-Fe 磁石からなるレール) 

山形大学 大学院理工学研究科 電気電子工学専攻 中島健介 研究室 http://nakajima-lab.yz.yamagata-u.ac.jp/ 

超電導磁石 

-269℃ Nb-Ti 合金 

 

側壁 

推進コイル

 

浮上・案内コイル

 

レールより約 100mm 浮上 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E6%96%B0%E5%B9%B9%E7%E7%25
http://nakajima-lab.yz.yamagata-u.ac.jp/
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J11   車輪走行のリニア地下鉄 (リニアメトロ)  

 物理図鑑 視覚でとらえるフォトサイエンス、数研出版 (2022) 

 

TDK  https://www.tdk.com/ja/tech-mag/knowledge/160 

 

仙台市地下鉄東西線  http://www.jametro.or.jp/linear/touzai.html 

リニアモータの地上側 

https://www.tdk.com/ja/tech-mag/knowledge/160
http://www.jametro.or.jp/linear/touzai.html
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J12 マイクロカー (㈱デンソー) 

  

  
自動車トヨタ AA (1936 年)とその 1/1000 モデル (62mg、24 部品) 
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J13   3G スマートホン分解
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J14  トノメトリ法による連続血圧波形測定装置 (オムロン HEM-9000AI)  

 

 

 

   
測定された脈波と Al 値 (動脈伸展性指標) 

 

稲垣孝 (オムロンヘルスケア) : トノメトリ法による橈骨動脈波形の AI 測定-オムロン血圧脈波検査装置 HEM-9000AI- 

Arterial Stiffness 動脈壁の硬化と老化, No.9 (2006) 

(心臓からの脈波) 

(指先から戻った脈波) 

各年齢での AI 値の平均 
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J15  マイクロフライングロボット (μFR) (セイコーエプソン社) (2003) 

   
 

 

  

   初フライト     ブレード回転用超音波モータ 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/micromechatronics/50/194/50_KJ00004320100/pdf/-char/ja  

(セイコーエプソン㈱ 宮澤 修 氏) 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/micromechatronics/50/194/50_KJ00004320100/pdf/-char/ja
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J16  展示されてる書籍に関する話題 

       

近代技術史関連の書籍 東北大・会社関連の書籍  渡辺寧先生が送った西澤先生の論文に対して送られてきた本

 

(「まなびの杜」編集委員会 編, 「まなびの杜」 (東北大学)知的探検のススメ Ⅱ) 2006)  
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J17 本田光多郎と魯迅に関する資料 
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J18  プラニメータ(面積計)と比例コンパス  
面積計(プラニメータ)の写真と原理を図に示します。2 本の棒が繋がって曲がる部分(B)に小車輪が付いています。片

側の棒は端部の定点(O)を支点に廻ります。他の棒は長さが L で、端の測点(A)を持ち面積(S)を測りたい部分の周囲を

動かして一周させますが、小車輪はその棒に直角に動き、その動きに対応する回転量 n を用いると、面積(S)は S=L×n

で求まります。同図(c)でその動作を説明します。測点が A から A’まで動く時、小車輪は B から B’まで動くとします。A

から A’への移動は平行移動 AA”と回転移動 A”A’に分けられます。小車輪の回転量を dn とすれば棒の平行移動で覆

われる面積は Ldn、小車輪の回転方向が棒 AB が平行移動(AA”)する方向となす角度をαとすると回転量 dn は BB’cos

αとなり回転移動で覆われる面積は L2dθ/2 となります。このため棒 AB の移動によって覆われる面積 dA は Ldn + L2dθ

/2 となり、閉曲線一周で求まる面積 S は、dA の式を積分して以下のように求まります。ここで回転移動 dθに関する積

分は一周でゼロになり、第 2 項は消えます。 

S = ∮dA = ∮Ldn + ∮L2dθ/2 = L×n 

   

(a) 面積計の写真と原理        (b) 小車輪    (c) 測点の動きと小車輪の回転の関係 

図 面積計(プラニメータ)  

Ref. 西山豊 : 面積を測る,  https://yutaka-nishiyama.sakura.ne.jp/math2010j/measuring_j.pdf 

  

比例コンパス http://okadaenoguten.o.oo7.jp/ditail_desain3.html (東京工業大学名誉教授 肥後矢吉 氏 寄贈) 

https://yutaka-nishiyama.sakura.ne.jp/math2010j/measuring_j.pdf
http://okadaenoguten.o.oo7.jp/ditail_desain3.html

